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学位論文内容の要旨

  地球規模の環瑚司題を背景として環境調和型の農業生産システムカ黼されているが、

家畜生産システムにおいても今後は生態系とその保全を考慮して組み立てるぺきである。

その点で森林の多面的利用といった観点から森林内の林床植物を利用した林間放牧は意義

深い生産方式といえる。わが国において肉用牛を使用した林間放牧システムの研究が行わ

れた時期があったが大規模な実用化には至っていない。一方、わカ涸固有の在来馬である

北海道和種馬は従来周年林間放牧により飼養されて来ており、林床植物であるミヤコザサ

を利用して、森林生産とともに家畜生産を並行的に行ってきたという歴史がある。しかし

この方式についてIま科学的に追究されたことはなく、飼料としてのミヤコザサの栄養価値、

和種馬の採食の実際とその消化生理能力、これら林間桝柊め‘ミヤコザサの植生に及ぼす影

響など、不明な部分が多いのが現状である。今後、環境調和型農業生産を考える上で、森

林の機能を大きく損なうことなく利用する家畜生産方式である林間放牧を機築する為には

こ のよ うな具 f櫛勺な生産 システム を系t7ffl勺に 検utする必 要がある 。

  このような背景の下で、本研究はミヤコザサを利用した北海道和種馬の林間放牧につい

て、以下の項目を検討したものである。

  1）ミヤコザサの地上部および葉部重量、化学成分の季節変化

  2）林間放牧地における北海道和種馬のミヤコザサ採食量およびiFYfヒ率

  3） 珊 ： 海 道 和 種 馬 放 ヰ 婿 Ij用 が ミ ヤ コ ｀ 尹 す 植 生 に 及 ば す 影響

  4）林間放彩〔地におけるゴヒ海道和種馬の利用場所とそれに影響する要因

本研究の成果は次のようにまとめられる。
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1）本学附属牧場、附属苫小牧演習林、道有林などのミヤコザサ群落を長期に渡って定期

的に観察・記録し、ミヤコザサの生長やイ蛸縅分含量の季節変化を追究した。その結果、

4から5月に地上部に出現したミヤコザサは9月までに生長を完了し、積雪期間中の葉部

および地ヒ部重劃甜iぼ一定で越年した後、10まで緩やかに減少してさらに翌年5月に

I甜iぼ消失することが明らかになった。また、ミヤコザサの化学成分含量は季節的な変動

が少なく、特に粗タンパク質含量は比蜘勺安定した推移を示すことから優れた飼料源であ

ることが示唆された。同時に調査したクマイザサの季節変化1まミヤコザサとほぼ同様であ

ったが、森林内で飼料となり得るその他の樹葉や草本類の重量・化学成分含量の季節変化

は大きな変動を示した。

  2）実際に森林内でミヤコ｀lt-を採食している林間l1攵牧馬について、夏季および冬季に

→鄭）消化試験を行った。林間放牧地における北海道和種馬とサラブレッド系雑種馬のミ

ヤコ、尹ワ・採食量および消化率を比較検討した結果、どちらも北海道和種馬が高い傾向にあ

ることを示し、和種馬が漫れた林間放牧適性を持つことを示唆した。また、北海道和種馬

のミヤコザサ乾物採食量Iま夏季および冬季を通じて成雌馬で体重の2．5%程度、同育成雌馬

で2．7％程度であること、エネルギーとしては夏季で維持要求量の100ー150％、冬季で80・

100％を摂取したことを明らかにした。また、これらミヤコザサの採食量は現存量、牧区の

地形、積雪量などの影響を受けることを示した。この試験を通じてミヤコザサの栄養価｜ま

季節を通じて変動が少ない上、可消化粗タンパク質含量が高く、有用な家畜飼料源である

ことを明かとした。クマイ-サqナ、樹葉、その他の草本類についても同様の放牧時消化試験

を行い、クマイザサの栄養価はミヤコザサとほぼ同様であること、樹葉およびその他の草

本 類 は 栄 養 価 ｜ ま 高 い が 季 節 的 な 変 動 カ 篭 苧 し い こ と を 明 ら か に し た 。

  3）北海道和種馬の林間放牧が森林に与える影響について、放牧後のミヤコザサの植生

の変化を検討した。夏季間の放牧の影響について、3年間を通じて夏季に北海道和種馬を

放牧した林地内のミヤコザサ植生を調査し、こうした放牧によルミヤコザサは矮小化・衰

退し、その影響は1年目から現れることを示した。一方、冬季放牧試験では、全体にはミ

ヤコザサの矮小化・衰退は観察されず、ミヤコザサ植生を維持するためには冬季放牧が適

していることを示唆した。さらに休牧がミヤコザサ植生回復に及ぼす効果を検討し、休牧

によるミヤコザサ植生の回復度合は林地内の場所によって差があり、これらは放牧時の北

海道和種馬の利用場所の違いに起因することを明らかにした。
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  4）北海道和種馬の林間放牧地内での行動について一連の連続行動観察を行い、放牧地

の面積、地形、形状、積雪量カ罎ゑ響することを示した。すなわち、傾斜度の小さい放牧地

刊ま休猷易所は固趣qではないが、fr斜勵け：きく地形の複雑な牧区dま俵馳昜所がほぽ

定まる傾向にあり、さらに傾斜度が38度以ヒの斜面を利用すること1卦iとんどなかった。

また面積カ剖ヽさな放牧地でIま正方形の牧区が長方形のそれより均一に採食利用すること、

ゲートの位置などが行動に大きく影響した。本研究が行われた森林の立木密度の程度（20

--24嚠ゾ10a）で｜ま大きな影響はなかった。また積雪が30～40cmを越えると、1日の採食

間が減少することが示された。

以上のように本研究でiま、ミヤコザサの栄養価は季節による変動が少なく、冬季におい

ても夏季と同程度の飼料としての価値があることを明らかにし、とくに冬季積雪期の放牧

利用によルミヤコザサの植生を維持しつつ家畜生産カ沫粥訳’きることを示した。

― 900―



学位論文審査の要旨

主査
副査
副査
副査

教授

教授

教授

助教授

大久保

清水

田中

近藤

正彦

    弘

桂一

誠司

    学位論文題名

ミヤコザサを利用した北海道和種馬の

    林間放牧に関する研究

本論文は6章で梢成され、表iZ〔敢、図33枚、引用文献135編、総ページ数246の和文論

であり、別に参考論文6編が添えられている。

  今後の家畜生産システムは生態系とその保全を考慮して組み立てるぺきであり、その点

で森林の多面的利用といった観点から森林内の林床植物を利用した林間放牧は意義深い生

産方式である。北海道和種馬tま従来周年林間放牧により飼養されてきており、林床オ直物で

あるミヤコザサを利用して、森林生産とともに家畜生産を並行的に行ってきた。しかし、

この方式については科学的に追究されたことはなく、不明な部分カ渉いのが現状である。

森林の機能を大きく損なうことなく利用する家畜生産方式である林間放牧を禍築する為に

は、この ような具 体的な生産 システム を系統的 に検討す る必要が ある。

  このような観点から、本研究はミヤコザサを利用した北海道和種馬の林間放牧について

以下の項目を検討したものである。

  1） ミ ヤ コ ｀ 尹 す の地 上 部 およ び 葉部 重 量 、イ ヒ 学 成分 の 季節 変 化

  2）林間放緲也におけるj嚇道和種馬のミヤ：？ザ：サ採食量およ們肖イヒ率

  3）北海道和種馬放牧利用がミヤコザサ植生に及ぼす影響

  4）林間放lBc地におけるiぼ毎道和種馬の利用場所とそれに影響サる要因

  結果は以下のように要約される。

  1）森林内のミヤコザサ群落を長期に渡って定期的に調査し、  9月までに生長を完了し

たミヤコザサの地上部Iま、積雪期間中葉部および地ヒ部重量Iまほぽ一定で越年し、その後
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10月まで緩やかに減少して翌年5月にはほぼ消失することを明らかにした。また、ミヤコ

ザサの化学成分含量は季節的な変動が少なく、特に粗タンパク質含量は比較的安定した推

移を示した。

  2）林間放牧地における北海道和種馬とサラブレッド系雑種馬のミヤコザサ採食量およ

び消化率を比較検討し、どちらも北海道和種馬が高い傾向にあることを示した。夏季およ

び冬季の様々な林地で北海道和種馬のミヤコザサ採食量・消化率を測定し、ミヤコザサ乾

物採食量は成雌馬で体重の2.5%程度、同育成雌馬で2.7%程度であること、エネルギーとし

ては夏季で維持要求量の100ー150％、冬季で80―100％を摂取したことを明らかにした。ま

た、これらはミヤコザサ現存量、牧区の地形、積雪量などの影響を受けることを示した。

この試験を通じてミヤコザサの栄養価は季節を通じて変動が少なく可消化粗夕ンパク質含

量が高い有用な飼料源であることを明かとした。

  3）夏季に北海道和種馬を放牧した林地内のミヤコザサ植生を3年間継続して調査した

結果、夏季間の放牧によルミヤコザサは矮小化・衰退し、その影響は1年目から現れるこ

とを示した。一方冬季放牧試験で倣、ミヤコザサの矮小化・衰退は観察されず、ミヤコザ

サ植生を維持するためにtま冬季放牧が適していることを示唆した。また休牧によるミヤコ

ザサ植生の回復度合は北海道和種馬の利用場所の違いにより差が生じることを明らかにし

た。

  4）北海道和種馬の林間放牧地内での行動を観察し、傾斜度の小さぃ放牧地では休息場

所は固定的ではないが、傾斜度が大きく地形の複雑な牧区でIま休息場所がほぼ定まる傾向

にあり、さらに傾斜度が38度以上の斜面を利用することはほとんどないことを指摘した。

また面積が小さな放牧地で｜ま正方形の牧区が長方形のそれより均一に採食利用すること、

出入口の位置などの影響はあるが、立木密度（2U--240本／lOa）は馬の行動に影響しないこ

と、積雪が30--40cmを越えると1日の採食時間カ減少することを明らかにした。

  以上のように、本研究は飼料としてのミヤコザサの栄養価を明確に査定したうえで、ミ

ヤコザサの植生を維持しっつ家畜生産が持続できる可能性を示唆している。また学問的蓄

積が少ない馬の消化生理の分野で、林間放牧地における北海道和種馬のエネルギー摂取量

を明らかにしたことは学術的に大きく評価される。

  よって審査員一同tま、河合正人が博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するも

のと認めた。
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